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              ２０１９年度 学校図書館活用実践報告 

新潟市立西川中学校 

 

 

 

 

 

１ 西川中学校生徒の実態 

（１） 読書センターとして 

  朝読書を実施しており、毎朝１０分間集中して読書をすることが定着している。本の用意がない生

徒のために、クラスの中に学級文庫を設置しており、図書館所蔵の本と定期的に入れ替えを実施して

いる。昼休みは、図書館の位置の関係もあり体育館や教室で過ごす生徒がほとんどで、貸出冊数はあ

まり多くはない。放課後も利用できるように開館しているが、全体的に読書量は少ない傾向である。 

クラス単位による図書館で読書の時間を設けることがあり、あまり図書館を利用しない生徒も本に

親しみ読書をする機会はある。 

（２）学習・情報センターとして 

  各学年や教科で自校の図書や必要な資料を活用する場合、事前に内容を把握し調べ学習に役立つ図

書資料を用意している。自校の資料のほか、新潟市立図書館や学校図書館支援センターと連携を図り

ながら準備し活用することが多い。 

    事前に資料は揃えているが、図書の分類の理解や必要な情報を探す能力が足りない生徒がいる。 

 

２ 西川中学校の取組 

（１） 読書センターとしての図書館の取組（重点取組） 

① オリエンテーションの開催 ※一部新規 

今年度新たに図書館案内と館内図、本のラベル、オリジナル図書館クイズを作成した。一年生・二 

年生のクラス単位でオリエンテーションを実施。図書館の利用案内や配架などを説明した。本の貸出

と返却方法を理解し、併せて図書の分類やラベルについての説明も行い基本的な知識を身に付けた。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数 ２５８人  

    （学級数１０） 

    図書委員 前期１６人 後期１７人 

２０１８年度 統計 

 蔵書冊数 １２,００２冊（図書標準 ９,６００冊） 

 貸出冊数  ２,５９６冊（１人平均 ９.９冊） 

図書館案内と館内図を配布し説明 

西川中の分類やラベル 

についての説明プリント 

オリエンテーション後は、図書委員

が作ったしおりをプレゼント 
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② 図書委員企画「先生のおすすめ図書」※新規 

図書委員会の企画として、春の読書旬間と秋の読書旬間にそれぞれ「先生のおすすめ図書」の紹介 

を行った。先生の達筆な手書き文字やイラスト付きの紹介もあり、楽しい本や様々な分野の本の紹介 

がされ、多くの反響があった。展示も工夫し本を借りる生徒が増加した。 

 紹介された本は新潟市立図書館と連携し、すべて揃え貸出を可能にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 生徒主体の「いじめ０スクール活動」本の紹介 

いじめが起こらないようにするために自分でできることを考え、生徒一人一人がいじめを生まない 

学校づくりに寄与する態度を育てるための「いじめ０スクール活動」に併せ、図書館では関連本を紹

介した。図書委員が実際に読んで、いじめをなくすためにすすめる本を展示し貸出を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「うちどくシート」の活用 

新潟市立図書館作成の「うちどくシート」を活用し、夏休み中の読書に取り組んだ。夏休み前特別 

貸出期間中「おすすめのうちどく図書」をブックリストと一緒に図書館に展示し、貸出を促した。夏

休み後に「うちどくシート」を提出、クラス代表の生徒のシートは新潟市立図書館に展示された。 

 

 

 

 

 

 

 

第１弾・第２弾「先生のおすすめ図書」 

図書館に本と一緒に展示 

第２弾「先生のおすすめ図書」は図書館に来ない生

徒が興味をもってくれるように廊下にも掲示。 

図書館だよりでも紹介。 

 

図書委員が責任を持って先生に 

依頼。回収後、掲示・展示。 

図書委員が書いた紹介文を添えて本を展示 

新潟市立西川図書館に展示 おすすめの「うちどく」の本を自校に展示 
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⑤ ビブリオバトル ※新規 

読書センターとして機能を充実させるための一環として、今年度「ビブリオバトル」を実施した。 

西川中のほとんどの生徒が「ビブリオバトル」を認識していなかったため、まずは図書委員全員で学

ぶことから始め、その後委員会内で１回目を実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書委員会の生徒が楽しんでいる様子も見受けられ、「チャンプ本」者になれなかった生徒からは 

「もう一度やりたい」「リベンジしたい」などの建設的な意見がでた。 

 全校生徒に広げるため３年生の図書委員が中心になり「ビブリオバトル」の広報活動を行い、参加

者募集のポスターを掲示、図書館だよりでも啓発した。６人の参加希望者による２回目を昼休みの 20

分間を利用し実施した。発表者以外の参観者もかなり多く、生徒の興味を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンプ本を決める時が一番の盛り上がり 
「第１回ビブリオバトル」 

自分の感想を楽しく話す生徒 

発表を楽しそうに聞いている生徒 

発表者の６人全員ジャンルの違う本を紹介した。 

それぞれが個性を発揮し、達成感を得た。 

各教室にポスターを掲示 

図書館だよりに掲載し生徒に配布 
第１回・２回チャンプ本 
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（２） 学習・情報センターとして機能の充実を目指して 

① 教科部と連携を図った図書資料を活用した授業の実践 

【家庭科】 

・全校：食物や栄養関係（運動をする前後に必要な食事についての資料の収集及び展示）６月 

・２年：着物や浴衣の着つけ（着物や浴衣の着つけの資料の収集及び展示、着つけ指導）７月 

・全校：お弁当（「お弁当の日」の実施に向け、中学生が自分で作れるお弁当づくりの本 

の収集及び展示）１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合学習】 

   ・全校：総合地域学習「方言を絵で描いてみよう！」 

（イラスト集を収集し展示、生徒が図書館で絵を制作）７月 

   ・２年：総合学習「職場訪問・体験調べ」 

（職業ガイド本、「なるにはシリーズ」ほか資料準備。ブックトラック４台で移動対応） 

７月～９月 

   ・１年：総合地域学習「西川いきいきプラン」 

（西川地域に関する参考図書資料を準備。ブックトラック３台で移動対応。テーマ別の参 

考図書一覧表を司書が作成。講堂で調べ学習実施）８月～１１月 

   ・２年：総合学習「修学旅行事前学習」 

（京都・奈良・大阪地域の図書資料を準備。ブックトラック３台で移動対応）１０月～ 

   ・１年：進路・職業学習「中学生活と進路」 

（職業ガイド本を使用し職業調べ）１月～ 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浴衣についての学習 市立図書館の図書資料を活用し展示 浴衣の着つけに挑戦 

総合学習は図書館以外の場所でも

行うため移動対応を取っている。 必要な本が見つかるようにテーマ別の資料一覧表を作成

し、図書資料に添えた。（１年：「西川いきいきプラン」） 
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  【美術】 

   ・１年：木工工芸鍋敷き「誕生月を表現しよう！」 

（自分の誕生月をイメージする星座・動植物・行事などの参考図書を利用しデザイン画を 

作成。事前にブックトラックに関連図書を準備。授業内で生徒の希望資料を司書が提供）

１０月～１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【国語】 

   ・２年：枕草子（関連図書を授業で利用・紹介）５月 

   ・３年：論語（関連図書を授業で利用・紹介）６月 

   ・３年：万葉集・古今和歌集・新古今和歌集（関連図書を授業で利用・紹介）９月 

   ・１年：竹取物語（関連図書を授業で利用・紹介）１０月 

   ・２年：平家物語（関連図書を授業で利用・紹介）１０月 

   ・１年：故事成語（関連図書を授業で利用・紹介）１１月 

   ・３年：奥の細道（関連図書を授業で利用・紹介）１１月 

   ・１年：「ひと」の生き方、考え方から学ぶ NIE 教育 

      （新聞記事「ひと」欄を題材に記事を選び、スピーチ原稿をまとめ発表を行うための資料 

収集）１２月 ※新潟市立図書館より新聞記事の資料を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【理科】 

   ・特別支援学級：季節の植物（図書館を利用し植物図鑑での調べ学習）５月 

   ・特別支援学級：人体のつくり（図書館を利用し人体に関する図書資料での調べ学習）１２月 

星座・季節・行事・動植物の図鑑や絵本 

などを抽出し事前に用意 

 

 

参考になる図書資料が見つかった 

生徒からデザイン画を作成 

 

 

新聞記事を題材にスピーチ原稿を作成 

 

 

それぞれのスピーチを記入した三段階の評価用紙 
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② 新潟市立図書館と連携を図った選書やリクエストの実践 

  次期学習指導要領に配慮し、教員が活用できるような選書を心掛け、選書購入の前にできる限り 

市立図書館で事前に図書資料の確認を行った。生徒からのリクエスト本の購入を検討する必要がある 

時は、実際にその図書を借りるように努めた。また自校の図書資料が不足していると思われる場合は 

市立図書館や学校図書館支援センターと連携を図り積極的に活用した。 

教職員向けの図書館だよりを定期的に発行し、新刊情報や図書館の予定及び生徒の様子などの情報 

提供を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校図書館活用の取組の成果と課題 

（１） 成果 

① 従来の自校の図書館教育の活動計画や取組を見直し、年間の計画を立てられたことで、学校図 

書館の企画展示や特別展示など新しい試みにも挑戦できた。図書館だよりと展示内容を共有した

ことで図書館だよりの定期的な発行につながった。展示内容を生徒が楽しみにしている様子も伺

え、毎回知恵を絞り季節や学校行事、生徒の立場や状況などを考慮しながら継続していきたい。  

② 時間がなかなか取れない中での開催ではあったが、生徒主体のビブリオバトルを初めて行い、 

読書の楽しみ方の一つの方法として、多くの生徒にビブリオバトルを周知できた。 

   ビブリオバトルを実施することで、委員会活動の活性化や生徒が図書館に足を向けるきっかけ

につなげることができた。 

③ 各教科での利用がたくさんあり資料を揃えるタイミングが難しかったが、新潟市立図書館や学 

校支援センターと連携し活用できた。 

  

（２）課題 

  ① 図書館を利用する生徒が限られており、思うように貸出冊数を伸ばすことができないのが現状

である。授業で図書館を利用する際は積極的に貸出を促していきたい。また、他校の学校図書館

を参考に館内の整備を充実させたい。 

② 教科で使用する辞書など古い図書資料の整理が急務である。 

③ 調べ学習では見出しや資料一覧表を添えたが、必要な情報をうまく探せない生徒もおり、今後 

工夫が必要だと思われる。 

「職員版図書館だより」四半期発行 

様々な情報提供を行った。 


